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企業家研究における分厚い記述 : 大阪天満界隈で
活動展開するクリエイター間の関係形成の変化
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別の企業家レベルから彼らが構築する集団へと変えた（Aldrich, 1999, 邦訳 , 116-117 頁）。こ
の分析単位の変更は、1990 年代に企業家研究において展開されてきた、企業家の概念定義を








として位置づけられている（Kirzner, 1973; 塩野谷, 1995）。それゆえ、学説史的に企業家概








































                                                  










































訳 , 169-188 頁）。つまり、企業家はイノベーター組織として分析的な与件とされるのではなく、
組織個体群の構築を図る「秩序構築の主体（Steyaert, 2007）」として我々の現前に立ち現れる
                                                                                                                                                            
れた概念である。Hannan and Freeman らによる組織個体群研究は、経済合理性への回帰を環境適応と
して論じてきたコンティンジェンシー理論に対する批判として、組織個体群概念を提唱している











































                                                  
5 Aldrich（1999）は、単純に市場原理による取捨選択を論じる社会ダーウィニズム論や予定調和的なス





































                                                  

























































































































































































































































































































































よって組織化し、それぞれグループα、β、γを形成した。本報告では、C4 と C5 が形成した




















































C4 と C5 は相互に干渉せず、他のグループの動向に対して無関心であることを装い、メンバー
もまた、相手のグループに関わらないことが暗黙の中で求められるようになった。 
 
































































































意味を感じ取っていたことがわかる。C4 や C5 のように、自らのディレクションの能力を開発
する場として活用したクリエイターは、同じメンバーで組織を形成し、活動を継続することに




































































































 しかしながら、それぞれのグループを牽引していく C4 と C5 がグループをどのように統括



























 C4 や C5 などのクリエイターは、それぞれが閉鎖的に個々のグループ内で直面している課題
にとりくみ、グループ相互の活動をモニタリングできない状態にあったために、M は、グルー
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